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2　概要・平成 29 年度事業報告

　１　資料の収集・保管

1‐1　収集
資料名 受入先 性質

■歴史

報国国債　2 点 鈴木寿美恵 寄贈

京王線関係資料　一括 浅見一郎 寄贈

白木隆英家文書　134 点 小野喜久江 寄贈

白木隆英家文書Ⅱ　一括 小野喜久江 寄贈

「日帰り　婦人子供ハイキング」
チラシ　1 点 鈴木　洋 寄贈

法然上人行状画図　一式 思文閣出版 購入

京王電車沿線案内ほか　3 点 永森書店 購入

南武鉄道沿線案内ほか　3 点 やすだ書店 購入

武州豊島郡江戸庄図　1 点 泰成堂書店 購入

京王電車案内ほか　2 点 永森書店 購入

名月雪月花 小かね井堤の花盛　1 点 山田書店 購入

五日市鉄道遊覧案内ほか　3 点 永森書店 購入

■考古

武蔵台遺跡発掘調査資料　一括 都埋蔵文化
財センター 移管

■民俗
ポケットコンピューター　1 点 鈴木寿美恵 寄贈

念仏講道具　一式 片町念仏講 寄贈

レコード　93 点 瀧本和生 寄贈

■教育

学校印　7 点 府中第一小
学校 寄贈

■村野
村野四郎遺品ほか　一括 村野晃一 寄贈

1‐2　古文書史料の撮影、デジタル化
「本宿小野宮内藤治右衛門家文書」1,638 コマの撮影
と、13,128 コマの閲覧システムへの取込み、および「押
立川崎平左衛門家文書（旧押立町有文書）」18,038 コ
マの閲覧システムへの取込みを行った。

1‐3　保存環境調査・くん蒸
収蔵資料の保存環境を良好に保つため、年３回の保存
環境調査（加害生物調査・空中浮遊菌類調査・空中浮
遊塵埃数調査）を実施した。また、受入れ資料と常設
展示室内「サイノカミ」のくん蒸、および一般収蔵庫
へのブンガノン（害虫防除剤）散布を行った。

１　略年譜
年　月　日 事　　　　　項
昭和 43.  4.  5 前身の府中市立郷土館開館

62.  4.  3 府中市郷土の森落成記念式典挙行
62.  4.  4 府中市郷土の森一般公開

平成元 .12.16 移動天文観測車「ペガサス」製作
5.  5.  1 財団法人府中文化振興財団設立

13.  3.25 名称を府中市郷土の森博物館とする
        15.  2.15 詩人村野四郎記念館開設

18.  3.24 （財）府中文化興財団が平成 18 ～ 22
年度（第 1 期）の指定管理者となる

　　20.  4.  2 常設展示室リニューアル第 1 期「く
らやみ祭」コーナーオープン

　　21.  3.25 常設展示室リニューアル第 2 期「こ
ども歴史街道」「体験ステーション」「企
画展示室」オープン

           23. 4.  1 公益財団法人となる。平成 23 年度～
27 年度（第 2 期）の指定管理者となる

　　　25. 7. 常設展示室リニューアル第 3 期再開
着工 [ ～ 26.9]

           26.10. 3 常設展示室リニューアル第 3 期「ムラの
はじまり」「古代国府の誕生」「国府から
府中へ」「宿場のにぎわい」「変りゆく府
中」「都市と緑と」コーナーオープン

           28.  4.  1 公益財団法人府中文化振興財団と株式
会社五藤光学研究所の共同事業体（コ
ンソーシアム）である府中市郷土の
森博物館運営グループが、平成 28 ～
39 年度（第 3 期）の指定管理者となる。

           29.  7.22   開館 30 周年記念特別展「あしもとネ
イチャーワールド　オレたち夏のキラわ
れ者」開催［～ 9.3］

　　　29.  9.30 プラネタリウム・天文展示コーナーリ
ニューアル工事着工［～ 30.4.27］

　　　30.  1.27 開館 30 周年記念特別展「徳川御殿＠府
中」開催［～ 3.11］

　

２　職員
■公益財団法人府中文化振興財団
常務理事　吉野　寿一
館　　長　小野一之（学芸員　歴史・民俗）
・学芸係
　係長　　　深澤靖幸（学芸員　考古）
　主任　　　中村武史（学芸員　自然）
　　　　　　佐藤智敬（学芸員　民俗）
　係員　　　本間隆幸（学芸員　天文）
　　　　　　花木知子（学芸員　歴史）
・庶務係
　主任　　　橋本　薫
　係員　　　夏目雅樹
　　　　　　今井真理恵
■株式会社五藤光学研究所　
・天文企画・交流係     　
   ﾏﾈｼﾞｬｰ代理   

係員　       
　　　　      
　　　　　  
　　　　　  

府中市郷土の森博物館概要 事　業　報　告

渡邊晶平 
具志堅佳奈（学芸員　天文）
上野アイ子（学芸員　天文）
相澤南美   （学芸員　天文）
鈴木麻菜美（総務）
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　２　  展　示

2‐1　常設展示
本館常設展示は開館以来「武蔵府中の歴史と自然」をテー
マにコーナー設定をしてきたが、平成 17（2005）年度
に基本設計を作成し、以後段階的に更新工事を実施した。
平成 19 年度に「くらやみ祭」、平成 20 年度に「こども
歴史街道」「体験ステーション」の各コーナーと企画展
示室の新設工事を行った。その後、財政的な理由から計
画は凍結したが、平成 25 ～ 26 年度には現場工事着工
にむけて実施設計修正版を作成した。26 年 4 月より工
事を開始し、10 月 4 日基幹展示として「ムラのはじまり」

「古代国府の誕生」「国府から府中へ」「宿場のにぎわい」
「変りゆく府中」「都市と緑と」の 6 コーナーがオープン
し、国府・宿場・くらやみ祭を三本柱とする常設展示室
のリニューアルが完了した。

2‐2　特別展示

会場：本館 1 階特別展示室

■開館 30 周年記念特別展「あしもとネイチャーワー
     ルド　オレたち夏のキラわれ者」
　 7/22 ～ 9/3   39 日間　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観覧料：無料　観覧者：35,748 名　担当：中村武史　　
内容：市街地に見られる生き物には、本来の生息地を追
　われ、都市へ侵攻してきたものが多数いる。それらの
　代表ともいえるネズミやゴキブリなどは人間に嫌われ
　ているが、都市生態系を担う一構成員としての役割を
　通して、真に害悪であるのかを観覧者に考えてもらう
　ことを目的とした。
展示構成：1. 里山動物の進退（今後里山を追われる可能
　性を秘めた動物と、行先の選択／本来の里山生態系と
　生息動物）　2. キラわれ者の定着（以前から都市に侵
　攻し、嫌われ者として定着する動物／身近なハエ・カ、
　アブに代表される夏の嫌われ者たち）　3. 都会の 3 悪
　衆（都市動物の 3 悪衆として、カラス・ゴキブリ・ネ
　ズミを解説／ハシブトガラス・ハシボソガラスを中心
　として市街地に増えた野鳥）　4. 増える新参者（市街
　地に増えた里山動物の代表、そして外来種の代表／博
　物館のキラわれ者紹介）　5. 多摩川の KILLER われ者）
　EXTRA 水辺のキラわれ者
展示資料：120 点　
関連事業：タッチ水槽「多摩川・水辺のやっかい者」　
　日時：8/27・9/3　13：30・15：00　参加費：無料
　参加者：210 人　協力：NPO 法人多摩川センター

■開館 30 周年記念特別展「徳川御殿＠府中」　　
　1/27 ～ 3/11 　43 日間

観覧料：無料　観覧者：29,572 名　担当：深澤靖幸　　
内容：徳川将軍家が鷹狩の際などに宿泊・休息した府中
　御殿は、どのような時代背景のもとに造営され、どの
　ように利用されたのか？　そしていつ、どのように役
　割を終えたのか？　その跡地はどうなっていったの

　か？　それらの事柄について、発掘成果はもとより、
　古文書や古記録、絵図などを交えて紹介した。
展示構成：プロローグ　府中御殿への招待　1. 激突！秀
　吉 VS 小田原北条氏（1-1 秀吉、矛先を関東へ／ 1-2
　小田原合戦／ 1-3 その時多摩は）　2. 府中御殿の造営
　（2-1 家康、江戸へ／ 2-2 府中御殿の造営）　3. 徳川の
　世へ（3-1 多摩の変化－府中の再生／ 3-2 鷹狩と御殿
　／ 3-3 家康の神柩と府中御殿）　4. 府中御殿、その後
　（4-1 修造、焼失、そして陸田に／ 4-2 観光地化され
　る府中御殿）　エピローグ　これからの府中御殿
展示資料：98 件 377 点（東京都・埼玉県・長野県指定
　文化財含む）
関連事業・記念講演会「中近世移行期の武蔵府中ー北条・
　豊臣・徳川」　日時：2/12　受講料：300 円　講師：
　竹井英文氏（東北学院大学准教授）　参加者：84 人　

2‐3　企画展示

会場：本館 2 階企画展示室　観覧料：無料

■戦国の府中ー小田原北条氏の時代ー　　　　　
　4/15 ～ 6/25　62 日間
観覧者：4,790 名　担当：深澤靖幸
内容：中世後期の戦国時代に小田原に本拠を置く北条氏
　が台頭すると、府中の政治的な地位は低下せざるを得
　なかったが、地域社会の拠点としての機能は継続して
　いたと考えられる。府中にとって戦国の世はどのよう
　なものだったのか、残された記録や古文書、そして出
　土品から紹介した。
展示構成：1. 小田原北条氏武蔵へ侵攻、そのころ府中は？
　2. 戦国びとの祈り　3. 出土品から探る戦国の世　4. 小
　田原北条氏が滅び、徳川家康が江戸へやってきた
展示資料：22 件

■甲州街道と府中宿　　　　  7/8 ～ 10/29　97 日間

観覧者：8,231 名　担当：花木知子
内容：常設展示室を構成する三本柱のひとつ、「近世宿場」
　をとりあげ、基本情報を押さえつつ新たな視点から甲
　州街道と府中宿に関する理解を深めてもらう事を目的
　とした。
展示構成：1. 甲州街道にかかわるあれこれ（①ルートと
　宿場／②宿場いろいろベストテン／③ 17 世紀の路の
　つけかえ）　2. 府中宿をめぐるクエスチョン（①府中
　宿はいつできた？／②どのように宿場役をつとめてい
　た？／③府中宿の街並と居住者は？）　3. 府中宿の
　ちょっとダーク（？）な一面（①飯盛旅籠で客寄せ／
　②博打と博徒）　番外編　旅の便利グッズ
展示資料：31 件 38 点

■ちょっとむかしのくらし  その２　　　　　　　
11/11 ～ 3/18　101 日間
観覧者：12,108 名　担当：佐藤智敬
内容：日々のくらしに使う道具は、時代とともに変化、
　進化し続けていく。本展示では、現在ではあまり見る
　ことがなくなった、それでいてちょっとむかしには普
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2‐6　多摩川水族館
4/1 ～ 3/31　298 日間（途中中断あり）　　　　　　　
会場：エントランスホール　　　　　　　　　　　　　
担当：中村武史、NPO 法人多摩川センター　　　　　　
内容：水槽を常設し、多摩川中流域に生息する魚類・甲
　殻類の生態展示を行った。

2‐7　復元建築物内の展示

旧府中尋常高等小学校：「教科書にみる教育の歩み」など
旧府中町役場：「府中町役場と地方自治の歩み」など
旧島田家住宅：「府中の町並みと島田家住宅」など　

2‐8　詩人村野四郎記念館

担当：小野一之
常設展示：村野四郎の生涯と作品

　３　教育普及

3‐1　講座事業

■歴史講座　　担当：花木知子

―前期「川崎平右衛門とその時代」
講師：白井哲哉氏（筑波大学教授）、眞下祥幸氏（江戸
　東京たてもの園 学芸員）、当館学芸員　
内容：白井哲哉氏（武蔵野台地の開発と川崎平右衛門）、
　眞下祥幸氏（玉川上水の分水と川崎平右衛門）、深澤靖
　幸（瓦から見た六所宮の修復）、花木知子（渡来象のフ
　ンからつくった薬）
実施日：前期　5・6・8 月の第 4( 土 )、7 月の第 3（土）
　全 4 回　会場：大会議室　
受講料：4 回通し 1,000 円、各回 300 円　参加者：235 名
―後期「府中御殿を考える」
講師：佐々木健策氏（小田原城天守閣 学芸員）、当館学芸員
内容：佐々木健策氏（小田原北条氏の文化と領国支配）、深
　澤靖幸（発掘された府中御殿／各地の徳川御殿）、花木
　知子（観光地になった府中御殿）
実施日：9 月から 11 月の第４（日）、12 月の第 3（日）
会場：大会議室　受講料：4 回通し 1,000 円、各回 300 円
参加者：246 名　

■古文書講座　　担当：花木知子

―Ⅰ初級講座「江戸時代の村の生活」
講師：久保貴子氏　実施日： 第 2・4（水）  全 18 回
会場：大会議室　会員：36 名　受講料：5,000 円
参加者：計 544 名
―Ⅱ中級講座
講師：花木知子　実施日： 第 2・4（水）  全 18 回
会場：大会議室　会員：13 名　受講料：5,000 円
対象：初級講座修了者　参加者：計 225 名

■自然講座　　担当：中村武史

―「親子自然講座　カブトムシの標本づくり教室」

　通につかわれていた生活道具からくらしの移り変わり
　をたどった。2 回目となる本年度は、「家庭における
　印刷」をミニ特集とした。
展示構成：1.衣服とくらし　2.住まいを彩る道具　3.ちょっ
　とむかしの家庭の印字・印刷
展示資料：32 件 58 点

2‐4　歳時記展
内容：常設展示室内での小展示や復元建築物内でのテー
　マ展示を行った。
担当：佐藤智敬・博物館ボランティア民俗資料整理班

①五月人形　4/22 ～ 5/11　17 日間
会場：旧島田家住宅・旧郵便取扱所・常設展示室

②七夕かざり　6/27 ～ 7/9　12 日間
会場：ふるさと体験館・本館前

③むかしの夏のくらし　7/15 ～ 9/7　47 日間
会場：旧河内家住宅・常設展示室

④田んぼのかかし　9/6 ～ 10/1　23 日間
会場：園内水田

⑤月見かざり（仲秋の名月）　10/3 ～ 10/5　3 日間
会場：本館エントランスホール・旧河内家住宅

⑥月見かざり（十三夜）　10/31 ～ 11/2　3 日間
会場：本館エントランスホール・旧河内家住宅

⑦神酒口＆消防のむかし　12/9 ～ 2/1 日　36 日間
会場：本館２階常設展示室・企画展示室前ロビー

⑧正月かざり　12/28 ～ 1/8　6 日間
会場：本館入口・正門前

⑨マユダマかざり　1/14 ～ 1/21　7 日間
会場：エントランスホール・ふるさと体験館

⑩ひな人形　2/3 ～ 3/22　46 日間
会場：旧島田家住宅・旧郵便取扱所・常設展示室

2‐5　ミニ展・特別公開

■ 1987　博物館の船出　      4/1 ～ 3/11　288 日間

会場：企画展示室前ロビー　担当：中村武史
内容：当館の開館 30 年を記念し、開館当時の様子や当
　時の世相を紹介した。

■図解　川崎平右衛門　　　  5/20 ～ 7/2　38 日間

会場：企画展示室前ロビー　担当：花木知子
内容：押立村の名主から代官になった川崎平右衛門の没
　後 250 年にあたることから、平右衛門の事績とその
　時代について紹介した。

■古代の暦　　　　　　　10/28 ～ 12/28　47 日間

会場：常設展示室　担当：深澤靖幸
内容：東京都の文化財ウィークの時期にあわせて、古代
　の暦が記された漆紙文書を含む、武蔵台遺跡 23 号住
　居跡出土品を展示した。
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講師：平岡正之氏　実施日：7/29
会場：体験館学習室　参加者：21 組（42 名）　
受講料：2,000 円（親子 1 組）

―「多摩川に見る自然環境と冬鳥の陣」
講師：相馬尚教氏・NPO 法人多摩川センター・中村武史
実施日：11/5・12、12/3・10　全 4 回　会場：大会議室
会員：12 名　参加者：計 44 名　受講料：1,500 円　

―「自然観察会」
講師：自然観察指導員・NPO 法人多摩川センター
実施日：4/16、5/7、6/25（中止）、7/30、9/24、10/22（中
　止）、1/28　全 7 回　会場：園内・市内各所　
参加者：174 名　参加費：各回 300 円　

―「親子自然観察会　多摩川おさかなウォッチング」
講師：府中水辺の楽校　
実施日：8/19（中止）　参加費：400 円（親子 1 組）　

共催：府中水辺の楽校

3‐2　体験学習事業

■こめっこクラブ　　担当：佐藤智敬　　　　　　

協力者：越智弘一氏・博物館ボランティア体験学習班

実施日：5/7・14・28、6/4・11・25、7/9・23、9/3・
　24、10/1・15、11/26、12/3、1/14　全 15 回 
会場：ふるさと体験館、園内
会員：35 名（サポーター 39 名）　参加者：計 653 人
参加費：会員 3,000 円、サポーター 1,000 円

■体験館事業〈体験〉　　担当：佐藤智敬

会場：ふるさと体験館　　　　　　　　　　　　　　
―あじさい工房～あじさいのかざりをつくる～　　　
　（ステンシル、押し花等）
講師：浜郁子氏・吉田チエ子氏・吉野いずみ氏・臨時職員
実施回数：2 回　参加者：計 98 名　
参加費：200 円～ 400 円

―夏休み工作教室（風車、型抜き等）
講師：浜郁子氏・吉田三千夫氏・吉野いずみ氏・日本笛協
　会・臨時職員　　実施回数：2 回　
参加者：計 183 名　参加費：200 ～ 1,000 円

―梅まつり手づくり工房　　　　　　　　　　　　　　
　（梅のステンシル、梅のピンクッション等）
講師：浜郁子氏・臨時職員　実施回数：2 回
参加者：計 88 名　参加費：200 ～ 400 円

―わらぞうり教室
講師：吉野いずみ氏・高宮紀子氏　
実施回数：8 回　参加者：計 45 名　参加費：1,000 円

―風車づくり
講師：臨時職員　
実施回数：3 回　参加者： 計 53 名　参加費：200 円

―折紙教室
講師：前川淳氏・垣根カツエ氏　
実施回数：通常編 9 回、中級編 1 回　参加者：計 201 名

参加費：通常編無料、中級編 300 円

―竹とんぼ教室
講師：吉田三千夫氏　
実施回数：3 回　参加者：計 24 名　参加費：200 円

―はたおり教室
講師：浜郁子氏　
実施回数：コースター 1 回　中級編 1 回　 マフラー 1 回
参加者：計 22 名　
参加費：コースター 800 円、コースター中級編 1,000 円、
　マフラー 1,200 円

―郷土の森の押し花教室
講師：吉田チエ子氏　
実施回数：春編 1 回、新緑編 1 回、夏編 1 回、秋冬編 1 回、
　リースづくり 1 回、お雛様づくり 1 回、初春編 1 回
参加者：計 94 名　参加費：500 ～ 1,200 円

―まつぼっくりの熊さんづくり
講師：臨時職員　
実施回数：3 回　参加者：計 50 名　参加費：200 円

―ゴムスタンプを彫ろう
講師：吉田三千夫氏　
実施回数：8 回　参加者： 計 82 名　参加費：300 円

―ステンシル（ポストカード・手さげ袋）
講師：浜郁子氏・臨時職員
実施回数：3 回　参加者：計 24 名　
参加費：200 円～ 500 円

―お手玉づくり教室
講師：小林勝子氏　
実施回数：4 回　参加者：計 23 名　参加費：400 円

―かんたん笛づくり教室
講師：日本笛協会　
実施回数：3 回　参加者：計 71 名　
参加費：300 円～ 400 円

―ピンクッションづくり
講師：浜郁子氏　
実施回数：3 回　参加者：計 3 名　参加費：200 円

―自然活用工作（バードコールづくり等）
講師：吉野いずみ氏　
実施回数：4 回　参加者：計 43 名　参加費：300 円

―草木染め体験
講師：吉野いずみ氏　
実施回数：1 回　参加者：計 15 名　参加費：1,000 円

―ミニほうきづくり教室
講師：横畠梨絵氏　
実施回数：3 回　参加者：計 21 名　参加費：2,000 円

―しめかざり教室
講師：前村幸廣氏　
実施回数：1 回　参加者：計 40 名　参加費：1,500 円

―竹かご編み体験
講師：関田徹也氏　
実施回数：2 回　参加者：計 10 名　参加費：3,000 円
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―ベーゴマ体験
講師：府中ベーゴマ倶楽部　
実施回数：10 回　参加者：計 364 名　参加費：無料

―昔遊びをしよう
講師：博物館ボランティア体験学習班
実施回数：12 回　参加者：計 470 名　参加費：無料

―わら細工クラブ
講師：前村幸廣氏・高宮紀子氏・吉野いずみ氏　
実施回数：22 回　会員：24 名　
参加費：15,000 円

■体験館事業〈実演〉　　担当：佐藤智敬

会場：ふるさと体験館　見学料：無料
―円座製作実演
講師：前村幸廣氏　実施回数：1 回　見学者：600 名

―ほうきづくり実演
講師：横畠梨絵氏　実施回数：4 回　見学者：計 1,600 名

―棒屋実演
講師：橋本隆男氏　実施回数：33 回　見学者：計 1,860 名

―竹細工実演
講師：関田徹也氏　実施回数：5 回　見学者：計 1,730 名

―わら細工実演
講師：わら細工クラブ　実施回数：2 回　

見学者：計 600 名

3‐3　公演・園内事業　

■ 森のお話会　　担当：花木知子

話者：十べえお話の会　

－月例会（昔話・民話）

実施日：第 2（土）全 12 回　会場：旧越智家住宅
参加者：計 250 名　参加費：無料

－月例会（紙芝居）
実施日：第 4（土）全 12 回 
会場：旧郵便取扱所脇・旧府中尋常高等小学校
参加者：計 470 名　参加費：無料

－夏の特別会～怖くて不思議な日本の民話特集　　　　
実施日 ：8/26　会場：旧田中家住宅　参加者：計 70 名
参加費：大人 300 円、中学生以下 150 円

■郷土の森あじさいまつり　5/28 ～ 7/3　32 日間

主担当：夏目雅樹　入場者：45,798 名

－あじさい工房　　体験館事業参照

－お茶室で呈茶 
実施日数：27 日　参加者：1,106 名

－俳句募集 
実施期間：5/27 ～ 7/2　投句数：247 句

－あじさいコンサート
①武蔵国府太鼓翔駒会演奏会　実施日：5/28
　出演：武蔵国府太鼓翔駒会　会場：本館前芝生広場
　参加者：300 名
②篠笛に誘われて　実施日：6/10　
　出演：日本笛協会　会場：本館エントランスホール
　参加者：250 名
③コカリナコンサート　実施日：6/24
　出演：コカリナサークルくるみ　
　会場：旧府中尋常高等小学校 2 階　参加者：40 名
④府中の森芸術劇場出張コンサート　実施日：6/25
　出演：桐朋学園大学音楽学部　
　会場：本館エントランスホール　参加者：350 名

■郷土の森梅まつり　2/3 ～ 3/18　43 日間

主担当：夏目雅樹・中村武史　入場者：70,367 名

－琴・尺八演奏会

実施日：2/24、3/3　　　　　　
演奏：府中市三曲協会　会場：本館エントランスホール
参加者：411 名　参加費：無料

－野点茶会
実施日：2/12・18・25、3/4
協力：府中市茶道連盟　会場：府中町役場横梅園
参加者：480 名  参加費：600 円

―お茶室で呈茶 
実施日：2/13 ～ 16　参加者：100 名
参加費：500 円

－俳句募集 
実施期間：2/3 ～ 3/18　投句数：429 句　　　　　　
選者：榎本達氏（俳人協会会員）

ー復元建物探検ツアー
実施日：2/3・10・17・24、3/3・10
会場：園内　参加者：71 名　参加費：無料

ー梅まつり手づくり工房　　
体験館事業参照

ー園内梅の木散歩
実施日：2/23、3/2　会場：園内
講師：大坪孝之氏（日本梅の会会長）
参加者：98 名　参加費：無料

ー府中芸能あらかると
実施日：3/11　会場：園内
協力：武蔵国府太鼓「響会」・番場自治会連合会・府中
囃子保存会番場支部・是政八幡神社奉賛会

ー職人芸（あめ細工、べっこう飴、針金細工）
実施日：期間中の土日（全 13 回）　
会場：本館前　協力：小島政治氏（縁日・大道職人保存会）

ー江戸糸あやつり人形
実施日：期間中の土日（全 6 回）
会場：平右衛門広場北側付近
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協力：江戸糸あやつり人形（上條充氏）

3‐4　共催・後援事業　

■茶会　　担当：花木知子

―春のティーパーティー（後援）

内容：世界共通の文化であるお茶を園内で楽しむ茶会
実施日：4/1・2　主催：現代喫茶人の会
会場：園内県木園
参加費：１席 300 円、中学生以下無料　参加者：588 名

―春季茶会（共催）

内容：濃茶・煎茶・立礼が設けられた茶会　
実施日：4/9　共催：府中市茶道連盟
会場：茶室・旧田中家住宅　参加費：2,000 円　
参加者：142 名

3 - 5　出版事業

■府中市郷土の森博物館かれんだー（行事案内）
体裁：A ４版４頁　4 色刷り　発行：年 6 回
部数：計 90,000 部　価格： 無償　担当：夏目雅樹

■キッズむぜお 2017（夏休み子供向け行事案内）
体裁：A4 版 4 頁　4 色刷り　発行日：6/30　　
部数：16,000 部　担当：本間隆幸

■あるむぜお　府中市郷土の森博物館だより　　
　№ 120 ～ 123
体裁：A4 版 8 頁（№ 120 のみ 10 頁）　
発行日：6/20、9/20、12/20、3/20
部数：各 2,500 部　担当： 花木知子

■府中市郷土の森博物館紀要 第 31 号
体裁：A4 判 66 頁　発行日：3/27　部数：700 部
価格：300 円　担当：深澤靖幸

題　　　　　目 執筆者

東京都武蔵台遺跡出土の石棒の石材について
－縄文時代中期終末の大型石棒の製作と流通
に向けての基礎的研究－

山本典幸
柴田　徹

府中御殿覚書－発掘成果の再検討を中心に－ 深澤靖幸
武蔵国分寺の近世縁起を読む 小野一之
くらやみ祭「大太鼓の饗宴」の発祥と発展 下村盛章

■ブックレット 19　徳川御殿＠府中
体裁：A5 判 128 頁　発行日：1/27　部数：2,000 部
価格：500 円　担当：深澤靖幸

■ブックレット 20　新版 武蔵府中くらやみ祭－国
　府祭から都市祭礼へ－
体裁：A5 判 80 頁　発行日：3/25　部数：1,500 部
価格：500 円　担当：小野一之

■府中市内家分け古文書目録 18　大國魂神社「武
　蔵総社文庫」目録

体裁：CD 判 70 頁　発行日：3/31　部数：400 部
価格：300 円　担当：花木知子

　４　天文

4 - 1　プラネタリウム運営事業

※プラネタリウムのリニューアル工事に伴い、平成 29
　年 10 月 11 日から 30 年 5 月 1 日まで休室

■番組制作　制作担当：本間隆幸

－ドラえもん　宇宙不思議大探検 3　　　　　　　　　
投影期間：6/10 ～ 10/9
内容：ドラえもんやのび太たちがひみつ道具を使いなが
　ら、　地球のふしぎを解き明かすヒントを学ぶ番組。

■一般投影　投影担当： 本間隆幸・中村武史・臨時職員

－春番組　前年度～ 6/4

11：00 12：30 14：00 15：30

平日

ポラリス
ノーマン・
ザ・スノー
マン

土曜日
妖怪

ウォッチ日祝日
3/25 ～ 4/5 ドラえもん2

－夏番組　6/10 ～ 9/3　

11：00 12：30 14：00 15：30

平日

ドラえもん 3 銀河鉄道の
夜

土曜日
ポラリス日祝日

7/21 ～ 8/31 ドラえもん3

　　　　　  9/6 ～ 10/9

11：00 12：30 14：00 15：30

平日

HAYABUSA 銀河鉄道の
夜土曜日

ドラえもん3
日祝日 ドラえもん2

－妖怪ウォッチ  プラネタリウムは妖怪がいっぱい
制作年度：平成 28 年度　内容：平成 28 年度年報参照

－ポラリス
制作年度：平成 28 年度　内容：平成 28 年度年報参照

－ノーマン・ザ・スノーマン～北の国のオーロラ～
制作年度：平成 28 年度　内容：平成 28 年度年報参照

－銀河鉄道の夜　　　　　　　　　　　　　　　　
制作年度：平成 19 年度　内容：平成 19 年度年報参照

－ドラえもん  宇宙不思議大探検 2  太陽系のひみつ
　制作年度：平成 25 年度　内容：平成 25 年度年報参
照
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－ HAYABUSA  BACK TO THE EARTH
制作年度：平成 21 年度　内容：平成 21 年度年報参照

■学習投影
投影担当：本間隆幸・中村武史・臨時職員
内容：平日の午前中に団体向けとして投影を行った。

－ピョンタくんと月へいこう　　　　　　　　　
投影期間：4/7 ～ 7/15、9/1 ～ 12/22、1/12 ～ 3/24

制作年度：昭和 63 年度　内容：平成元年度年報参照

－星の動物園と七夕さま　　　　　　　　　　　
投影期間：5/7 ～ 7/17

制作年度：平成 4 年度　内容：平成 4 年度年報参照

－天馬ペガススと秋の星座めぐり　　　　　　　
投影期間：9/13 ～ 10/30

制作年度：平成６年度　内容：平成 6 年度年報参照

－３，２，１，０！出発進行　ぼくらの宇宙旅行　　
投影期間：4/7 ～ 7/15、9/1 ～ 12/22、1/12 ～ 3/24

制作年度：平成 12 年度　内容：平成 12 年度年報参照

－月 と 星 の 動 き　　　　　　　　　　　　　　　
投影期間：4/7 ～ 7/15、9/1 ～ 12/22、1/12 ～ 3/24

制作年度：平成 14 年度　内容：平成 14 年度年報参照

－地 球 の 自 転 と 公 転　　　　　　　　　　　　 
投影期間：4/7 ～ 7/15、9/1 ～ 12/22、、1/12 ～ 3/24

制作年度：平成３年度　内容：平成３年度年報参照　

■さよならプラネタリウムイベント

－プラネタリウムを動かしてみよう　 　 　　　　
担当：本間隆幸　実施日：10/7 ～ 9（4 回）　　　　　  
内容：引退するプラネタリウム投影機 GL-AT の操作を　
親子で体験する。　　　　　　　　　　　　　　　　参
加者：85 名　参加費：無料

－投影機 GL-AT のひみつ　　　 　　　　　　　　
担当：本間隆幸・五藤光学研究所　実施日：10/9　　　
内容：引退するプラネタリウム投影機 GL-AT の機能を　
分解しながら紹介する。　　　　　　　　　　　　　参
加者：133 名　参加費：無料

■次年度プラネタリウム番組の企画・制作　　　　
担当：渡邊晶平・上野アイ子　　　　　　　　　　　　
内容：平成 30 年 5 月にリニューアルオープンするプラ
　ネタリウムの番組を、企画・制作した。　　　　　　

4 - 2　移動天文観測車事業

移動天文観測車「ペガサスⅡ（ツー）」を用い、当館や
市内の小学校、府中市に隣接する各市で観望会を行った。
また、理科学習の一環として中学１年生を対象に月や星
の観察を行った。　

担当：本間隆幸　協力：博物館ボランティア天文班
利用料：市内無料、市外 5,000 円

■移動天体観望会　
実施日：4/8・9、6/28、7/6･16･20・21・22・28、
　8/12、9/8・9、10/6・13・27、11/4・24、12/11・
　22、1/24・25、2/11・22、3/2　　計 28 回（中止 1 回）
参加者：3,860 名 ( 市内 3,091 名、市外 769 名 )

4 - 3　天文講座

■親子天文講座　天体望遠鏡を作ろう！
講師：本間隆幸　実施日：7/24、8/6
会場：体験学習室・プラネタリウム　
参加者：36 組（72 名）　受講料：3,000 円（親子１組）

4 - 4　天体観望会

■星空観望会　　担当：本間隆幸

協力：府中天文同好会　
実施日：４月～３月の土曜日　全 10 回（中止 3 回）
場所：プラネタリウム、本館前など　参加者：505 名　
参加費：大人 200 円、中学生以下 100 円　

■太陽観望会　　担当：本間隆幸

協力：博物館ボランティア天文班　
実施日：４～３月の第 2 日曜日、第 4 土曜日　全 22 回
　（中止 1 回）
場所：園内　参加者：5,384 名　参加費：無料

4 - 5　プラネタリウム更新事業

内容：平成 30 年 5 月にリニューアルオープンするプラ
　ネタリウムおよび天文展示コーナーの更新事業に伴　
　い、以下の内容について府中市に協力した。　　　　
①実施計画の策定　　担当：上野アイ子　　　　　　　
②オープン式典の準備　　　　　　　　　　　　　　　
担当：渡邊晶平・上野アイ子・相澤南美・鈴木麻奈美　
③記念講演会の企画　　担当：渡邊晶平・上野アイ子　

　　　　　　　　

　５　協力事業

5‐1　第 28 回府中市農業まつり
地元農産物の直売や品評会などを実施。
担当：夏目雅樹
実施日：11/18・19　会場：園内　参加者：10,000 名
主催：府中市　主管：府中市農業まつり実行委員会

5‐2　学校事業協力
展示解説（5-6 参照）や移動天文観測車ペガサスの派遣

（4-2 参照）の他、総合学習・郷土学習・体験学習・出
前事業へ対応し、職場体験や教員研修を受け入れた。
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参加者：13,765 人　（うち定例観察会 263 人）

5‐4　市史編さん事業

平成 27 年度より 10 年計画でスタートした、府中市史
編さん事業に、特別専門部会員として協力した。
小野一之（原始・古代専門部会）・深澤靖幸（中世専門
部会）・中村武史（自然専門部会）・佐藤智敬（民俗専門
部会）・花木知子（近世専門部会）

5‐5　開催協力

■星空観望会　6/28
主催：伊勢丹府中店
会場：伊勢丹屋上　参加者：36 名

■宇宙の日記念作文・絵画コンテスト　　　　　
9/23 ～ 10/22
主催：一般財団法人日本宇宙フォーラム  他

会場：プラネタリウムロビー　応募者：48 名

■市民活動センター開館記念連携事業「タッチ水
　槽多摩川・水辺のやっかいもの」＆移動プラネ
　タリウム　　7/15・16
主催：市民活動センター
会場：プラッツ 6 階　参加者：355 名

■府中市民芸術文化祭「刀剣展」　9/14 ～ 18 
主催：府中市文化スポーツ部文化振興課・府中市愛刀会
会場：特別展示室　観覧者：806 名
■東京都文化財ウィーク 2017　10/28 ～ 11/5
主催：東京都教育庁
会場：常設展示室・園内復元建築物

■府中市民芸術文化祭「秋季茶会」　11/5　　　　
主催：府中市文化スポーツ部文化振興課・府中市茶道連盟
会場：茶室

■第 30 回多摩郷土誌フェア　1/20・21　　　　　
主催：東京都市社会教育課長会文化財部会
会場：立川市女性総合センター

5‐6　学芸員派遣
学芸活動の成果を幅広く普及するとともに、博物館利用
を促すことを目的として、講師・委員等として派遣した。

■講師派遣　　7-2　調査・研究成果の公開　参照

■委員会等への派遣協力

委員等 派遣学芸員

府中市立矢崎小学校スクールコミュニティー
協議会委員 小野一之

多摩武蔵野検定学術委員会委員 小野一之

八王子市博物館協議会委員 小野一之

江戸東京たてもの園外部評価委員 小野一之

八王子市新郷土資料館基本構想・基本計画
策定検討会座長 小野一之

協力実績
月日 学校 人数 内容

■体験学習　851 名

10/4 新座市立陣屋小学校 99 石臼体験

10/31 町田市立山崎小学校 71 石臼体験

11/22 武蔵野学園小学校 41 石臼体験

11/29 新座市立東北小学校 122 石臼体験

1/24 府中市立南町小学校 82 石臼体験

1/25 川崎市立西野川小学校 80 石臼体験

1/30 西東京市向台小学校 163 石臼体験

2/16 府中市立府中第八小学校 133 石臼体験

2/23 八王子市立松が谷小学校 60 石臼体験

■職場体験　2 名

10/26・27 府中市立府中第五中学校 2 職場体験
■特別授業　100 名

2/15 国学院久我山中学校 100 太陽観望
■出前授業　278 名

12/7 調布市立緑ヶ丘小学校 58 冬の星座
1/30 府中市立府中第一中学校 220 天体学習

■教員研修　34 名

5/10 府中市教育研究会小学
校生活・総合部 11 園内・常設

展示室見学

8/11 府中市小学校副校長会 23 園内・常設
展示室見学

■資料貸出　4 件

4/27 ～ 30 八王子市立高倉小学校 火おこしセット

11/28 ～ 12/5 府中市立府中第四中学校 隕石

1/27 ～ 2/18 小平市立小平十二小学校 昔の道具

2/10 ～ 24 国分寺市立国分寺第二小学校 昔の道具

■ペガサス派遣　883 名

11/24 多摩市立多摩第二小学校 210 星空観望会

1/16・18 府中市立府中第四中学校 232 星空観望会

1/24・25 府中市立府中第一中学校 227 星空観望会

2/22 多摩市立南鶴巻小学校 67 星空観望会

3/2 府中市立府中第三小学校 147 星空観望会

合計：2,148 名

5‐3　多摩川センター事業

平成７年（1995）８月から旧府中尋常高等小学校教室
に多摩川に関する情報の提供や疑似体験ができる「多摩
川ふれあい教室」を開設し、土 ･ 日 ･ 祝を主に公開して
いる。毎月「定例観察会」「クラフト教室」を実施。国
土交通省京浜河川事務所がＮＰＯ法人多摩川センターに
事業を委託する形で運営されている。
担当：中村武史
実施日：土・日・祝日、6・8・3 月は金曜日も実施　　
　延べ 128 日（うち定例観察会 12 回）
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八王子市新たな集いの拠点施設基本計画検
討懇談会員 小野一之

八王子市市史編集専門部会　原始・古代部
会委員 深澤靖幸

羽村市史編さん委員会委員 深澤靖幸

羽村市史編さん第 1 部会部会長 深澤靖幸

世田谷区制 85 周年記念誌編さん委員会委員 深澤靖幸

世田谷区史編さん委員会委員 深澤靖幸

和光大学非常勤講師 深澤靖幸

国際常民文化研究機構共同研究者 佐藤智敬

羽村市史編さん第 2 部会部会員 花木知子

東京都三多摩公立博物館協議会企画委員 花木知子

5‐5　学芸員実務実習の受入
学芸員資格取得を目的とする学芸員実務実習生の受入を
行った。
期間：7/26 ～ 8/6　延べ 10 日間　受入人数：6 名
内容：考古・歴史・民俗資料の取扱い、プラネタリウム
　投影・催事補助など
担当：本間隆幸・花木知子

5‐6　展示解説
展示解説員による常設展示室及び、園内復元建築物の解
説を無料で行った。定時解説の他、予約団体や随時申込
を受付けた。
参加者：常設展示室  984 件 8,331 名（大人 3,058 名、
　子ども 5,273 名）、園内 116 件 1,778 名（大人 779 名、
　子ども 999 名）、合計 1,100 件 10,109 名

　６　収蔵資料の公開・利用

6‐1　資料の貸出

貸出件数：5 件　貸出先：小平市立小平第十二小学校ほか

6‐2　写真資料の貸出

貸出件数：28 件　貸出先：高岡市立美術館ほか

6‐3　資料の閲覧
閲覧件数：20 件　閲覧先：山梨県立考古博物館ほか

　７　調査研究

府中市から受託された「武蔵国府や宿場町としての特色
をもつ府中の歴史・民俗・自然」を基本テーマとした調
査研究事業につき、市民の期待に応える形で積極的に行
い、展示・講座・出版等の方法で還元を図っている。

7‐1　調査・研究

■ 古代中世武蔵国府に関する研究　　　　　　　
担当：小野一之・深澤靖幸　　　　　　　　　　　　　
古代国府・中世府中に関する考古学資料・文献史料の調
査研究。当年度は、古代国府の調査情報を収集したほか、
企画展実施に伴い府中の戦国期に関する資・史料につい
て考察した。また、市史編さん事業に伴い石造遺物の調
査を実施した。

■ 近世府中宿に関する研究　担当：花木知子　　　　
博物館保有古文書及び現地調査を通して、府中宿の新た
な歴史解明につとめた。また、企画展「甲州街道と府中宿」
の開催にともない、江戸時代後期の家並を再現した。

■ 府中御殿に関する研究　担当：深澤靖幸　　　　　
特別展実施に伴い、府中御殿及び徳川将軍家の御殿につ
いて総合的に調査し、考察した。

■ 川崎平右衛門に関する研究　担当：花木知子　　　
押立村の名主から代官になった川崎平右衛門の没後 250 年
にあたることから、ミニ展や歴史講座においてその業績を
紹介するのに伴い、再調査を行った。

■ 府中市内民俗調査　担当：小野一之・佐藤智敬　
①くらやみ祭・どんど焼き（サイノカミ）などの祭礼行
　事や民俗資料を通した市内の調査を継続して実施。　
② 2 月初午行事、市内各所にまつられている稲荷の把握  
　および全国に広まる稲荷信仰関連資料の調査を行った。
③市史編さん事業に伴い、市民のライフヒストリーの調
　査を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　
④企画展「ちょっとむかしのくらし～その 2 ～」の開催
　に伴い、昭和初期～ 30 年代の家具・家電に関する調査
　 を 実 施 し た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤次年度特別展に関連し、府中市内の水路・水源利用史
　の調査を実施した。

■ 府中市の自然調査　担当：中村武史　　　　　　 
①博物館自然観察指導員・市民団体（府中野鳥クラブ）
　による協力体制のもと継続。主な継続調査は、郷土
　の森博物館園内における野鳥の月例調査 ( バードセン
　サス )。不定期ながら、環境省委託の認定者による園
　内鳥類標識調査を、継続して実施した。　　　　　　
②特別展「あしもとネイチャーワールド　オレたち夏の
　キラわれ者」の開催にあたり、市街地の野鳥・昆虫相
　について、過去の自然調査報告書からデータの洗い出
　しを行った。園内でも簡単な昆虫調査を実施した。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 現代詩人村野四郎に関する調査　担当：小野一之

「詩人村野四郎記念館」の展示・研究のため資料収集及
び調査を行った。

■ 館蔵資料の調査・検討　　　　　　　　　　　
担当：深澤靖幸・花木知子

①大室コレクション（古鏡）の調査研究を行った。
②博物館保有古文書の整理・分析を進め、データベース
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　化を行った。

7‐2　調査・研究成果の公開　

■ 講演・ 口頭発表

月日 名称・主催／テーマ 派遣職員

4/13 たましん経営者懇談会講演会／府中
は、なぜ府中か？ 小野一之

5/4 ふるさと府中歴史館ギャラリー・トー
ク／くらやみ祭の歴史と意義 小野一之

5/23
まちだ市民大学 HATS「町田の歴史Ⅰ
～縄文から幕末まで」／発掘が語る古
代の多摩～多摩の古代集落と武蔵国府

深澤靖幸

6/6 多摩らいふクラブ講座／中世の高幡不
動 深澤靖幸

6/13
大東文化大学オープンカレッジ／古代東
国の陸上・河川交通－発掘された東京の
古代道

深澤靖幸

6/20 多摩らいふクラブ講座／高幡不動を歩く 深澤靖幸

6/25 わき水まつり／都市に架かる緑の橋 中村武史

7/11 市私立幼稚園協会研修会／郷土の森で
楽しんで、府中を知ろう！ 小野一之

7/25 府中市史談会 7 月例会／府中における
病気平癒 佐藤智敬

8/25 府中カレッジ／甲州街道と府中宿 花木知子

9/22 府中市史談会 9 月例会／古代の小野郷
について 小野一之

9/22
三多摩博物館協議会研修会「地域博物
館のリニューアルを考える」／常設展
示リニューアルから 3 年を経て

花木知子

9/30 歴史街道遺産の集い／鎌倉街道と歴史
遺産 小野一之

10/20 府中カレッジ／府中と多摩川の自然誌 中村武史

10/24 府中市史談会 10 月例会／本宿用水と
四ツ谷用水をめぐる争論 花木知子

10/24 大東文化大学オープンカレッジ／ヤマ
トタケルの東征伝説と武蔵国 小野一之

10/28 東京ヘリテージマネジャー養成講座／
郷土の森博物館と復元建物について 佐藤智敬

10/31 府中カレッジ／甲州街道と府中宿 花木知子

11/1 府中カレッジ／府中と多摩川の自然誌 中村武史

11/9 東京外語大学「日本の文化遺産」／発
掘された府中 深澤靖幸

11/16 東京外語大学「日本の文化遺産」／大
國魂神社と「くらやみ祭」 小野一之

11/17 府中の魅力再発見／府中の自然と生物
～都市と緑と 中村武史

11/23
葛飾区郷土と天文の博物館「歴史教養
講座」／アウトローに見る江戸時代後
期の世相

花木知子

1/20 法政大学江戸東京研究センターシンポジ
ウム／古代・中世の原風景を再考する 小野一之

1/27
   28

埼玉県立嵐山史跡の博物館シンポジウ
ム「武蔵武士とその本拠」／考古学か
ら見た武蔵国府と周辺武士

深澤靖幸

2/17 府中市・府中観光協会「府中でうまれた
幕府代官」／川崎平右衛門とその時代 花木知子

2/10
葛飾区郷土と天文の博物館シンポジウ
ム「発掘調査から見た青戸御殿」／府
中御殿

深澤靖幸

3/4 府中市史談会 3 月例会／徳川御殿＠府中 深澤靖幸

■執筆（館外出版物）

・『東京の歴史  通史編 1』（吉川弘文館発行）　小野一之・
　深澤靖幸（分担執筆）
・『羽村市史  資料編中世』（羽村市発行）　深澤靖幸（分
　担執筆）
・  区制 85 周年記念誌『世田谷往古来今』（世田谷区発行）」
　深澤靖幸（分担執筆）
・『日本古代の道路と景観』（八木書店発行）「武蔵国府
　と国分寺の景観」　深澤靖幸
・『ライフヒストリーふちゅう』（府中市発行）「ゴシュ
　ウギの色」「町の変化を実感する」　佐藤智敬
・『地方史研究  386 号』（地方史研究協議会発行）「宅地
　化と祭礼行事」　佐藤智敬
・『博物館研究  52 巻 6 号』（日本博物館協会発行）「平
　成 28 年度研究協議会テーマ 3  博物館とコレクション
　～収蔵庫を考える」　佐藤智敬
・『多摩のあゆみ  第 168 号』（たましん地域文化財団発
　行）「伊勢参宮をめぐる旅日記－府中に残る日記から
　－」　花木知子

　8　博物館ボランティアの活動
ボランティア活動は、博物館の事業運営への市民参加を
目的とする。平成 10 年度に古文書整理のグループがで
き、12 年度より資料整理班・体験学習班・園内景観班
とともに古文書整理班として組織された。その後平成
15 年度に展示解説班が、17 年度に古文書整理班の新た
なグループが、18 年度に天文班が組織された。

■民俗資料整理班
メンバー：17 名　活動日：毎週金曜日

活動日数：46 日　延人数：354 名

内容：民俗資料の収集・調査・展示等

■体験学習班
メンバー：5 名　活動日：毎月第 2 日曜日

活動日数：25 日　延人数：102 名

内容：ふるさと体験館「昔遊びをしよう」等

■復元建築班
メンバー：19 名　活動日：毎週火・木曜日

活動日数：85 日　延人数：494 名

内容：茅葺農家のくん煙等

■園内景観班
メンバー：18 名　活動日：毎週木曜日

活動日数：40 日　延人数：296 名

内容：花壇や畑の運営等
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■古文書整理班
メンバー：35 名　

活動日：①第 1・3 木曜日②第 2・4 土曜日③第 2・4 水
　曜日

活動日数：66 日　延人数：534 名

内容：収蔵未整理の古文書資料の解読・分類

■天文班　

メンバー：27 名　活動日数：44 日　延人数：162 名

活動日・内容：4-2　移動天文観測車事業、4-4　天体観
　望会　参照

■その他

メンバー：8 名　活動日：随時

活動日数：40 日　延人数：49 名

内容：体験館事業補助、資料整理など　



利用状況 13　

平成 29 年度入場者数　　※リニューアル工事に伴いプラネタリウムは 10/11 より休室

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 上期計 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 下期計 合計

博
物
館

個
人

大人 4,650 7,578 19,108 13,343 11,458 7,171 63,308 2,634 2,976 1,648 4,842 20,042 23,400 55,542 118,850

( 市民優待） 1,870 3,606 3,594 3,083 2,776 1,711 16,640 647 968 693 1,183 4,018 4,883 12,392 29,032

大人計 6,520 11,184 22,702 16,426 14,234 8,882 79,948 3,281 3,944 2,341 6,025 24,060 28,283 67,934 147,882

子供 1,230 2,767 2,401 5,894 7,298 1,859 21,449 457 361 218 346 1,065 1,592 4,039 25,488

個人計 7,750 13,951 25,103 22,320 21,532 10,741 101,397 3,738 4,305 2,559 6,371 25,125 29,875 71,973 173,370

団
体

大人 247 1,167 576 362 135 284 2,771 198 324 38 97 500 467 1,624 4,395

子供 2,358 2,616 1,542 1,221 499 1,095 9,331 1,218 1,063 152 302 593 76 3,404 12,735

団体計 2,605 3,783 2,118 1,583 634 1,379 12,102 1,416 1,387 190 399 1,093 543 5,028 17,130

減
免

大人 2,306 2,422 4,695 2,065 2,243 2,442 16,173 2,527 6,703 1,230 2,351 5,702 6,038 24,551 40,724

子供 1,417 2,718 2,516 3,067 3,212 2,491 15,421 1,787 4,454 607 883 2,039 1,683 11,453 26,874

減免計 3,723 5,140 7,211 5,132 5,455 4,933 31,594 4,314 11,157 1,837 3,234 7,741 7,721 36,004 67,598

無
料 4 歳未満 915 3,294 3,192 5,610 4,534 1,702 19,247 502 1,953 225 286 1,416 2,039 6,421 25,668

博物館計 14,993 26,168 37,624 34,645 32,155 18,755 164,340 9,970 18,802 4,811 10,290 35,375 40,178 119,426 283,766

博物館前年度 13,289 31,296 37,103 33,485 36,500 16,306 167,979 15,372 20,653 7,527 20,430 52,048 24,048 140,078 308,057

増減％ 12.8% -16.4% 1.4% 3.5% -11.9% 15% -2.2% -35.1% -9.0% -36.1% -49.6% -32.0% 67.1% -15.7% -7.9%

開館日数 26 26 26 26 28 25 131 26 24 20 22 28 28 148 305

一日平均 577 1,006 1,447 1,333 1,148 750 1,047 383 783 241 468 1,263 1,435 807 930

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

個
人

大人 1,392 1,941 2,912 3,738 5,163 2,589 17,735 1,170 0 0 0 0 0 1,170 18,905

子供 846 1,151 1,134 2,430 4,164 1,107 10,832 491 0 0 0 0 0 491 11,323

個人計 2,238 3,092 4,046 6,168 9,327 3,696 28,567 1,661 0 0 0 0 0 1,661 30,228

団
体

大人 0 170 130 350 427 111 1,188 35 0 0 0 0 0 35 1,223

子供 0 566 857 1,298 827 1,437 4,985 641 0 0 0 0 0 641 5,626

団体計 0 736 987 1,648 1,254 1,548 6,173 676 0 0 0 0 0 676 6,849

減
免

大人 258 235 431 476 535 273 2,208 131 0 0 0 0 0 131 2,339

子供 93 37 622 298 404 100 1,554 21 0 0 0 0 0 21 1,575

減免計 351 272 1,053 774 939 373 3,762 152 0 0 0 0 0 152 3,914

無
料 4 歳未満 237 369 374 798 1,134 408 3,320 148 0 0 0 0 0 148 3,468

プラネ計 2,826 4,469 6,460 9,388 12,654 6,025 41,822 2,637 0 0 0 0 0 2,637 44,459

プラネ前年度 2,826 5,795 6,860 8,407 11,919 4,827 41,304 4,578 3,756 2,347 3,239 6,282 4,517 24,719 66,023

増減％ -19.2％ -22.9％ -5.8％ 11.7％ 6.2％ 24.8％ 1.3％ -42.4％ 0 0 0 0 0 -89.3％ -32.7%

投影日数 26 26 22 26 28 25 153 8 0 0 0 0 0 8 161

一日平均 109 172 294 361 452 241 329 330 0 0 0 0 0 330 276

4 月 5 月 6 月 7 月 ８月 ９月 上記計 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 下期計 合計

常設展示室入場者 4,446 6,583 7,629 8,419 9,173 5,872 42,122 3,901 4,323 2,056 4,004 11,701 10,420 36,405 78,527

　9　利用状況　


